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nebuEowereinvestigated. Thechemosterilant

when applied to larvae,pupae ortheadults

significantlyreducedtherateofovipositionand

viabilityofeggs. Itwasmosteffectivewhen

adultswerefedonsugartreatedwithit.Even

thelowestusedconcentrationof0.025% apholate

caused100.0% sterilityintheflies.

Treatmentsofadultsaloneorofthelarvae

andadultsenhancedthepre-andpost･oviposition

periodsbutseverely reduced the duration of

ovlpOSitionintheflies. Thelongevity ofboth

sexeswasshortenedwhen exposed to apholate

formulationseitherin thelarvalstageoras

adults.Femaleswhich oviposited lived longer

thantheoneswhichdidnotlayanyeggs.
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Oryzanoneのニカメイガ Chl'losuf･♪TeSSah'sWalker幼虫に対する誘引作用を再確認し,Oryza･

none閑迎化合物およびyJ:番淡の多数の化合物のうちから次の7化合物は同じように作用することが

わかった.Acetoxyphenylbutanone,n-nonylaldehyde,β,㍗-hexenol,methyleugenol, sec-

buty16-methyl-3-cyclohexene-1-carboxylate,J)-A-propoxybenzylmethylether,クーn-butoxy-

benzylmethylether. ニカメイガ幼虫の誘引作用に品種間差Bq.があり,愛知ful,凪の尾は払く.

,W.大風 千本旭,陸相員杯粁1号,出林8号は9如,った. 処別間においては, 多窒素区は普通区.

Eli恨区,2,4-D 処理区よりも誘引作用が強く,2,41D 区は哲並区よりも姐かった.成虫の誘引作用

は,伯の尾,窺大部が吐く,千本旭,陸稲段林柁1号は弱かった.窒素過多区と2,4-D区は普並比

よりも誘引作用が強く,珪偲区は普通区よりも弱かった.

ニカメイガ ClzLloSUJ)♪ressaLfswalker成虫に対

する稲の誘引作用については古くから研兜され,虹野
6)はニカメイガ成虫の水田-の飛来に主要な役割を黙

すのは)に化性であろうとし,和田8)は節 llul℃幼虫に

よる稲の被臼の多少は,成虫の選択的産卵に支配され

ると報告している.多窒素栽培の稲には特に超卵数の

多いことが抑古7)により観窮された.班本8)は珪酸お

よび窒素の叩用と両者併用水稲をもちいて,ニカメイ
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ガ幼虫の加害に対する抵抗性について調べ,fJi恨鮎川

による被告の軽減,多窒素による被害の相加を認め.

さらに抜髄あるいは窒素施用塁を異にする稲に対する

幼虫の退別的行動を観察し,稲に含まれているある和
の化学成分に対して起 化性 を示すとのべていろ.

MunakataetaL.l･8)は稲茎からニカメイガ幼山の.lJ;刺

物InをIlt靴することに成功し,この誘引物TIが稲に含

まれるケトン物TIの p-methylacetophenoneである

ことから,Oryzanoneと命名した.平野l)は昆虫の

寄主植物選好に関与する植物川の物質的要因として,
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物理的なものと化学的なものとに大別し.物皿rfJL･1日凹

A:りも化学的恋凹が決起的であろうとのべている.そ

こで,ホ火映では.幼虫おJ:びIiWが 稲を選好すろ:'lli

川の 1つである化学rrJ射ElにrTnして研究を進めた.

Oryzanoneよりもより扱い網引附 Hのある化令物を

求めて.OryzanonelM迎化合物およびその他の30の

化合物について幼虫の.誘引作川を朋ベT=.次に水稲5

iVl柾と陸稲 1品矧 こついて.幼虫および成虫の誘引作

用を検討した. さらに愛知旭について珪モ乱 2,4-D,

多賀該…の各処理区を設けて,これらの稲茎柴に対する

胡引作用を比較した.

本文に入るに先だち,終始御指導いただいた名古屋

大学農学部弥富喜三教授に厚く御礼を申し上げると共

に,種 御々援助,御助言を賜った米久勝夫,西沢務文

部教官,本多八郎文部技官をはじめ,犬験を行なうに

あたりいろいろ御控助いただいた万々にT.B測すろ.

材料および方法

供拭昆虫 :Oryzanone閃迎化合物の実験にもらいた

ニカメイガ助dlは安城市地域の出家の協力により1956

年と1957印の那21止代の被ffLJr･茎を災めて,これを名古

屋大学皿学瓢付I.d出場の水EI]の一部に放飼し.これら

のうちから3-5令のものを採出した.その他の火映で

は,石非 t)の方法に畔じて,人工飼料で飼ffLT=幼虫

を供試した.幼虫の人工飼料の組成は耶 1髭に示した.

Table1. Comrx)Sitionofthedietforrearing
thericestem borerlarvae.

Constituent

Water

Agar(Powder)

Cellulose

Glucose

Sucrose

Casein
Cholesterol

Cholinchloride

Amount

625mJ

17.5g

13.5

18.5

9.0

27.5
1.0

0.5

TbCi:sullum saltmixture｢ 2…:5.

+CompositionofMcCuIIum:Sodium chloride

17.8g,Sodium phosphatemonobasic34.7g,
Potassium phosphatedibasic95.4g.Calcium

phosphatemonobasic54g,Ironammomium

citratell.8g,Calcium lactate139g,Magne-

sium sulfate26.2g,Potassium iodide3g.

飼料の調矧 ま半flLiの蒸留水と折紙 (東洋折紙 No.2)

をワ-I)ンダブレンダ-に入れてよくまきいする.吹

に残 りの半量の蒸留水と寒天 (粉末)以外の物質を加

えてよく氾和し.JLl後に'AS犬を加えで [･分出合した.

これを10桐の300mlコルペンに苛litずつ入れて抑純
をし.コッホ矧'[相手をもらいで,100●Cで30分rLrfJの芽2

'L'I.Tを3日F'"J迎純して行なった.卵は'Lt'城市地も晃のTl'I'1℃

から成山を採ガル て.秋恨紺 こ和卵させHl.uJ!:J抑こな

ってから紙より切1扱r),帆 ll.1-mの小にコルペンと州 こ

入れ.0,1%の17･こう水に3分m浸?JrjL,さらにエチル

アルコールで洗って,コルベンの内壁に5卵塊付邪さ

せて約栓をした.卿化30日後の幼虫を供試した.ニカ

メイガ成虫は発蛾殻盛期に雌成虫を夜間採薙した.

供試水稲および陸相品種と栽培法 : 供試水稲品種は

関東東山員業試験場および愛知県農業試験場より譲り

受けた農林8号,愛知旭,免の尾,千本旭,無大部の

5品輔と陸稲農林相1号のあわせて6品種である.縦,

a.高さが 25×40×12cmのプラスチック製バットに

砂場土を11.4kg入れ,肥料として硫酸アンモニウム,

過燐酸Ti灰.硫恨カ.)をそれぞれ1.5gずつ与えた.

1品印3区とした.6J]5r]バット当り300粒の芽出

し和班を下にしておきガラス宅で戚均した.

愛知旭の栽培法 : llTL.!己の3111(諺:･施用を行なったもの

をtY･地区とし.3LtfFltの机恨アンモニウムを与えた区

を望才;･迦多区とした.4.5gの至芽…肥料のうち1.5gは

)A;肥として,放りの3gを追肥として7月10日に与え

た.fL依区はシ.)カゲル (SiO2,76.83%)をバット当

り1.5gを)tlE･肥として与え,2,4-D区は2,4-Dを0.01g

hmtJた.

稲茎葉からの誘引物究抽出法 : 7月23日に地ぎわか

ら刈収っT=稲業ガiを鉄で5mmに切り,正王らに20gを

円閃か1'紙につめ.ソックスレー抽tlI㍑手をもちいて,メ

タノールで3川..uhlJtlほ 行なった.2.4lD区の稲の刈

取りは兆tL'･がFTl1'Ltlしてから8Jl5日に刈取り,同じ牧

作で地山した.仙川終了後.フラスコのメタノール桁

紋を250mJのメスフラスコに入れ 10mJのエーテル

とメタノールで洗い250mJとしてこれを原液とした.

この原液をメタノールで希釈して供試した.I

供試化合物 :

ケ トン琉 : ♪-methylacetophenone,m-methyl･

acetophenone, 0-methylacetophenone.acetophe･

none,β-ionone,4-acetoxyphenylbutanone,acetyl

methylcyclohexene,cyclohexanone.

エーテル桝 : benzylpropylether,♪-methoxy･

benzylmethylether,♪-methoxybenzyl〟-propyl

ether, ♪一methoxybenzyl isopropyl ether,p-

methoxybenzyln-octylether,♪-n-propoxybenzyl

methylether,♪-isopropoxybenzylmethylether,

benzylmethylether,♪-〟-butoxybenzylmethyl
ether.

アルデ ヒ ド敬 : isovaleraldehyde, Caprinalde-

123



防 虫 科 学 第 33 巻-1Ⅴ

hyde.ll-0Ctylaldehyde,～-nonylaldehyde,n-decyl･

aldehyde.cinnamaldehyde,citral,citronellal.

アルコールおよびエステル類 :β,γ-hexenol,methyl

eugenoI,linalool,geraniol,see-buty16-methyI-3-

cyclohexene-トcarboxylate.

幼虫携引拭敏活 : MunakataeEaL.がもちいた方

法を-A:-i-･改良した.内径0,3cm,良さ7cmの小管瓶

の収にエーテルでよく洗った脱脂綿を少量入れ,2本

の小田脱には0.012mLのメタノールのみを,他の2

本には野山の検定物質のメタノール溶液をミクロメー

ターシI)ンジで入れ,第 1図Aのように直径17.5cm,

≡3-iIT:
1-g ､ 畢

Fig.1. Theapparatusforolfactorytestof
ricestem borerlarvae.

A.Fourglasstubesradiatelyarranged.

B.Fiveglasstubesradiatelyarranged.

C.Sevenglasstubesradiatelyarranged.
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深さ 4cm のシャーレの中心より2.5cm離して,入

口を中心に向けてセロテープで固定した.小管瓶を5

本および7本配置する場合は第1図のB,Cのごとく

行なった.この場合は1本のみにメタノールを.他の

小管瓶には検定物質のメタノール枯淡を入れた.品喧

間の誘引比較試験は7i.の小管瓶を,処理間の比較試

験は5本配置した.次に幼虫をシ.lY-レの巾火に10所

放ち,･幼虫がシャーレの外に逃げるのを防ぐために,

すりあわせをほどこした丸い板 ガラスで蓋をして30

oC暗点恒温岩内に18時間放置し,各管瓶に入った幼

虫数を数えた.

同一資料については15回反復した.したがって品拭

l乱 処理間の誘引比較試験では,3区について合計15

回反復の合計値により誘引作用の比較を行なった.

成虫誘引拭験法 :

1. 成虫分布調査による成虫誘引試験法:

ニカメイガ成虫誘引試験は節2図のごとく23×30×

6cm のプラスチック製の箱,洗気瓶.i'i空ポンプ

(5t/min.)からなる装置で,垣径2cmの孔が両9;T'Jか
ら3cmのところに2個ずつ両側にあり,一方の2桐

の孔はT字管を経て小型fl空ポンプに按統し,他の2

個は洗気概に連結した.符の底面を図のように2等分

し緑を引いた.蓋の中央の孔から成虫を投入する.こ

の場合に,成虫10頭を試験管に入れ 15分間実験条件

に暗適応させたものを使った.成虫を投入すると,近

ちに真空ポンプを動かし,0,15,30,45,60分後に2等

A

Fig.2. Theapparatusforolfactorytestofthericestem borermoths.

A.Vacuumepump.
B.Screwcocksandbubblingbottlesforairstream control.
C.Plasticbox.

D.Scrubbingbottles.
E.Filterpaperimpregnatedwithsample.
F.Holeforintroducingmoths.
G.Air.
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分線の左./JlEこ分朽する成虫数を数えた.この辺mは出
払t'iiの柵の上に水平に紅さ.Jjtl流の故さはT字皆につ

ながるゴム矧 こはめたスクT)エーコ.ックで調節した.

弘田申の光沢の状矧 ま畑叩の畑によって.気流の配分

が明帆 こ純然できT=.ST.(糊 は左右斜め上方より,F.(llR

は1ルックス以下で.氾皮は28土2●Cであった.FJ]一

汗抑 こついて3反uiAl験を行なった.

2. 卵塊軟調仙こよる成虫誘引試験法 :

那 2回に示したものと同じ大きさのプラスチック魁

の邪の中に処理をLT=折紙 (東洋折紙No.2)を邦3図

のように配田した.処理法は径15cmの折紙に検定物

TIlmtをつけて,15分間風乾後供試した. 1箱当り

雌成虫50頭を蓋の中央の孔より放ち,18時間後に炉紙

上に産卵された卵塊数 (20粒以上袋っているものを1

卵塊とした)を数えた.温度および爪明は幼虫の実験

条件と同じで行なった. 1区 1反配とした.

± 妻 ≡ ≡r
Fig.3. TheapparatusforovlpOSitiontest

ofricestem borermoths.

A.Plasticbox.

B.Filterpaperimpregnatedwithtest
sample.

結 果

1. 幼虫誘引試験法の検討 :

小管瓶の中に入る幼虫数の均一性を調べろために予

棚実験を行なった結果,節2袈および那3表のように

なった.小管瓶の各番号の関には有意差は認められな

かった.

Table2. Orientationtestofricestemborer

larvaetosevencontrolglasstubesradiately
arrangedasshowninFig.1,C.

t_I(叩lic:ltC
No.oftubes､一一㌧

No.ofthelarvaeintubes
1 2 3 total

4 7

2 5

3 10

2 8

4 8

1 7

1 6

Table3. Orientationtestofricestem borer

larvaetofivecontrolglasstubesradiately
arrangedasshowninFig.1,B.

No.ofthelarvaeintubes

1 2 3 total

2 1 3

3 2 2

1 2 2

3 3 1

2 1 3

2. 成虫誘引試験法の検討:

卿の中の成虫の分布を見ると無処理の場合は均等に

分布すろが,一方の洗気概に稲茎菜を入れることによ

って誘引されろことがわかった(耶4表).

Table4. Olfactorytestsofricestemborer
mothstothericeplant(varietyAichi･
asahi)usinganolfactometershown in
Fig.2.

No.ofricestem
borermoths

Control

Aichi･asahi(30g)

Control

Aicbi･asahi(50g)

6

4

9

1

3. Oryzanone関連化合物および芳香性化合物の幼

虫誘引作用 : ケトン矧 こついて検討した結果を第5
表に示した.それぞれの小管掛 こ入った幼虫数につい

てx2検定を行ない,有意差を示した記号を+または

-で示し,+は誘引作用のあるもの,士は有意差がな

く,そして-はメタールの入った小管瓶に有意差を示

したものである.★印はF検定, T検定により Ory･

zanoneの(+)と比恨した時に布志芸が認められたも

のを示したものである. :U;引作用を示した化合物は

♪-methylacetophenone,m-methylacetophenorLe,

β-iononeおよび 4-acetoxyphenylbutanoneの4

物TIで瓜後の化合物は Oryzanoneに対して有志差を

示した.アルデヒド斑のうち誘引作用を示したものは

caprinaldehyde,n-nonylaldehyde,citralの3化合

物であった.このうち 〃-nonylaldehydeは Oryza-

noneに対してイJ,lB芸を示した. アルコ-ル類および
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Table5. Theattractivenessofthericestem borerlarvaeto"Oryzanone"
relatedcompounds.

Response＼
compound ､一一＼七一一､

(Ketones)

9-methylacetophenone

m-methylacet(Jphenone

〃一methylacetophenone

acetophenone

β-ionone

4-acet9Xyphenylbutanone

acetylmethylcyclolleXene

cyclohexanone

(Aldehydes)

isovaleraldellyde

caprinaldehyde

n10Ctylaldehyde

〃一monylaldehyde

かdecylaldehyde

cinnamaldebyde

citral

citronellal

(AIcoholsandesters)

β,γ-hexenol

methyleugenol

linalool

geranioI

see-buty16-methyl-3-cyclo･
exene-1-carboxylate

(Ethers)

benzylpropylether

クーmethoxybenzylmetbyl
ether

A-methoxybenzyln-propyl
ether

9-methoxybenzylisopropyl
ether

♪一methoxybenzylI卜OCtyl
ether

p-IトprOpOXybenzylmethyl
ether

L)-isopropoxybenzylmethyl
ether

+ - j=x2L+一 士打･二

261113 + 1221513 土

;2417 9 土

131918 土

2422 4 土

19 724 +
181715 土

241612 土

251312 =

20 19 11 土

27 13 0 +

27 15 8 土

2319 8 土

22 1810 土

25 16 9 土

2213 5 土

20 22 8 土

3213 5 +

3513 2 十

2821 1 土

2620 4 土

221216 土

211811 土

3011 9+
72320 -

271013 +

221513 土

141818 土

3410 6 +■

1428 8 -

2518 7 土

22 21 7 土

14 27 9 -

2520 5 土

33 11 6 ++

15 24 6 土

2 7 20 3 土

27 12 11 +

2821 1 士

30 16 4 +

29 8 13 +

29 14 7 +

30 713+

j=x2L+- 土 x2j+-a:x2

281111(+)1201812 土

3216 2

+

2419 7 +

2516 9 土 F2318 9 土
l

221414 士

2518 7 土

152015 土

2618 6 士

131522 土

141719 土

2322 5 土

202010 土

2618 6 土

25 718+

132710 -

192011 土

2516 9 土

2418 8

201416

2417 9

251312 土 ;271112 +;261112

1

131126 士 ;191714 土

181418 土

261113

5 2

8

71

231710 士

●+

+

9

9

3

4日
H87

3

2

+

+benzylmethylether !2027 3 土
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a.Resultoffivereplications.

b･Calculationofx2wasmadebetween+and一･
暮. Thesecompoundsweresignificantlyattractivefrom "Oryzanone"(+).
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Table6. Theattractivenessofthericestem.borerlarvaetomethanol

extract90friceplantvarieties.

ぐ ､-､ Concentration.
＼
＼ Replicate一､→

varieties､＼--一､
N6rinNo.8

Aichi･asahi

Kamenoo

N6rinmochiNo.1

Senbon･asahi

Kurotaikyu

Control

0.1%

1 2 3

3 2 0
10 2 4

2 4 5

2 5 4

1 5 7

6 4 9

02 2

No.ofricestem borerlarvaeintubes

一
T

`
5

16

11

11

13

19

4

エステル籾について検討した肘,:弧 この系統の化合物

はいずれも網引 作FT]を示したが,矧 こ殻後の sec-

buty1-61methyト3-cyclohexene-1-carboxylateは高

711!度から低洗I壁にかけて強い誘引作用を示した.β,γ-
hexenolと methyleugenolは 1.2Tで Oryzanone

に対して有意差を示した. Geraniolとsec-buty1-6-

methyl-3-cyclohexene-1-carboxylateは ミバエの.TJ;

引物究であるが,ニカメイガ幼山にも誘引作用を示し

たことは弼味深い.エ-テルWlのうち矧 こ低氾皮で誘

引作用 を示したものは ♪一methoxybenzylmethyl

etherで,高沢皮で誘引作用を示したのはL)-methoxy･

benzyliso-propylether,♪-〟-propoxybenzylmethyl

ether,クーisopropoxybenzylmethylether および

LI-a-butoxybenzylmethyletherであった.Oryza･

noneに対して有,'B芸 を示した物矧 ま♪-n-propoxy

benzylmethyletherと♪-〟-butoxybenzylmethyl

etherの2化合物である.

4. 幼虫誘引作Tr)の品矧EEJ差宛と処理間墓穴:

6品種の稲茎-柴メタノ-ル抽出物の誘引作用を検討

した結架を邦6表に示した.愛知旭,亀の尾および露

大部に多く幼虫が誘引される幌向がみられる.そこで

I.?.W王した6品種について幼虫誘引作用と稲品種との関

係を耶4図に示した.

幼山に対する愛知旭の処矧L"Jにおける誘引作川に買主

只があるかどうかを枚対したt.li知を耶7-2之に示した.

全処理渋皮をinじて窮諸;･過多区および2.4-D処別区

に多くの幼虫が.誘引された.幼虫の誘引作用と処Fj!区

との関係をみると那5図の通りである.

図からnJ]らかなように多窒素処理区は普通区,珪酸

区および2,4-D区に対して有志差があり,2,4-D区は

普通区に対して有意差が認められる.しかし,珪酸区

と普通区との問には有意差は認められない.
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4
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Fig.4.Resultsofstatisticalanalysisbetween
riceplantvarietiesandtheirattractiveness
tothericestem borerlarvae.

Aー B Aissignificantlyattractivefrom
Bat5%levelfor10timesdilution.

A←･B ditto,for100timesdilution.
Aく一一一一B ditto,for1,000timesdilution.

5. 成虫誘引作TT]の 帆Vl柾悶 および愛知旭処FJ!l和Z!
J＼い

稲lr"11紺によるニカメイガ城山誘引作川に丑があるか

どうか放射したのが那8滋である.

TrlのFiは-T･木地に対してHFll.大取 ま忠林 8号に対し

て分那比において有意差が認められた.しかし愛知旭

と陸稲農林相 1号の間には差異は認められなかった.

卵塊数調査の結果 も誘引試験結果と同じような傾向を

示した.愛知旭処理区の稲茎柴抽出物に対する成虫の

反応を第9表に示した.

窒素過多区と2,4-D処理区は普通区よりも分離比に
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ofriceplants(varietyAichi･asahi)whichhadbeentreatedwith2,4-D,silica
gelandtripledammonium sulfate.

←ヽ■
:i

O-_ここ_::.=二 二 .I.三.･I.fe )
S,licAd TripledniL一〇Jlen
ttcAtnenL fcrtllはertreatment

Fig.5. Resultsofstatisticalanalysisbetween
riceplantstreatedwith2,4-D,silicagel
andtripled nitrogen fertilizerandtheir
attractivenesstothericestem borer

larvae.SeefootnoteofFig.4.

おいて5%の危険率で有志差が認められ,卵塊数にお

いても同じような結氷がえられた.普通区はシt)■ヵゲ

ル区に対して有意差が認められ,卵塊数調査でも同じ

ような幌向が示された.

考 察

Munakataetat.-)が もらいたニカメイガ幼虫誘引

試験法を一部分改良した.田場幼虫を供試した場合に

シャーレから幼虫が逃げ出すのを防ぐために板ガラス

にすりあわせをした.また誘引物質の熱による分鰯消

失をなくするために.メタノール溶紋をミクロメータ

シリンジで加えた後,メタノールを熟して除くことな

く供試した.Ory2:anOne関連化合物および芳香性化

合物のうち,Ory2:anOneに対して有意差を示した化

合物は acetoxyphenylbutanone,〟一monylaldehyde,

β,γ-hexenol,methyleugenol,see-butyll6lmethyl-

3-cyclohexene-1-carboxylate,♪-〟-propoxybenzyl

methyletherと p-～-butoxybenzylmethylether

の7物質であった.概してエーテル,アルコールおよ

びェステル矧 こ誘引作用を示す化合物が多かった.班

本8)は珪酸あるいは窒i･:施用丑を異にする稲茎をシャ

ーレの両弱rriにおき,中央に幼虫を放ち,退好させると

明らかに選択行動がみられ 戎種の化学成分に対する

走化性が認められるとのべている.また,逃好性の独

Table8. Theattractivenessofthericestem borermothstosix

varietiesofriceplants.

呂乙ien.tfatiio.nthtseSt l oN:!po.sfitiogngtasatsseら

1 2 3 T. x2 t 1 2 3 T. x2

Kurotaikyu

N6rinNo.8
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Table9..TheLattraCtivenessofricestem borermothstothericeplants
(varietyAichi-asahi)treatedwith tripledammonium sulfate,2.4-D
andsilicagel.

Normal

Silicagel

Orientation test
No.ofmoth

Oviposition test
No.ofやggmasses

1 2 3 T. x2l,1 2 3 T･- x2

85 83 83 251

65 67 67 199

81･ 81 87 249

69 69 63 201

4.6

さは望諺;･の舶用丘について比例的で鑑札 シ.)カゲル

施用見については逆比例であって要請;-過多区>対P.(ミ区

>珪酸区の関係が,さらに布機溶媒で成分抽出をし.

これを供試したところ.茎を眺試した場合と同じ結果

をえている.和田l)と漸古l)は耶1世代の座付卵塊数

に品種間差只があることを糊EfBしている.著者らは幼

虫の選好性に品位Rは 只があるかどうかを調べた結果,

明らかに差がみられ,7区同時選好性試験の結果愛知

旭は毘林851,陸稲毘林椛lFJHW.大凪 千本旭より

も独い誘引作用を示し,lfLの尾は陸稲凸林和l巧･.Ltt
大W,千本旭より故い誘引作用を示した.つぎに愛知

旭の処理間において,幼虫の選好性に芸界があるかど

うか検討した結果5区同時選好性試験では多賀諺…処班

区は普通区,珪酸区,2,4-D区よりも拙い誘引作mを

示し, 2,4-D 区は普通区よりも故い誘引作用を示し

た.

以上の退択行動から,稲l訂1柾による誘引成分の差異

および2.4-D,窒芽…あろいは珪酸施用による稲体の誘

引化学成分の変化が考えられる.藍野s)は成虫の交尾

時期.水田飛来時期に或要な役割を果たすのは走化性

であろうとt.,,蜂蜜および直菰に対して顛著な陽性の

氾化性反応を呈するとのべている.和即 )はニカメイ

ガ成虫の耶1世代の僅付卵塊数に品種間芸界のあるこ

とを田柄し,産卵数の多少と品種の特性との関係につ

いては-m色の況淡と関係なく,第g3の比良の速かなる

もの,茄身の良さおよび脚の大なるものに多い帆L'JJb,'

認められると和Liiしている.肘古 7)らはニカメイガに

よる被害の品柾閃Z!只の朗P.=なることを認め,かつ窒

某栽培の稲に特に産卵数の多いことを示した.これら

の事実と産卵の相違を来す原因の1つとして品種の払

紋塁の多少と密接な関係があること,溢紋巾には微量

のアンモニアが含まれていることを認めた.このよう

なIrJ状 よりmの飛来には走化性が関与し,走化性反応

oooo‥3831
3101lHHHH★

を起こさせる物rlがWの鮎披小にも含まれ.
さらにか

かろ物矧まなんらかの男A';化介物が立･lliな役'.
Wを拭じ

.
ているものと抑然した.弥'l
:I
.
および位野3)は当該;栽

培をした榊および2
,
4-D処FJ!をした稲には
幼虫による

被告が大きいとのペている
.
著者らは稲の6品班につ

いて腫虫誌矧作用を調べたところ,
成虫は千本他出

l林8号より川1の亀●n
fR大面こより多く誘引され

,症那

_
fltも多いことが観察できた.
擬古7)らは普通施肥に

よろ水稲の超付卵塊数と品種間差異について調H
.
し
,

,
n大部がLinも証付卵塊数が多くつぎに亀の尾が多く.
陛flll既林IHJ'1号,
千本旭には少ないことを和LBしてい

ち
.
愛知旭の処理問差異については,
普迅区は姓恨区

に対して
,
窒素過多区
,
2
,
4-D区は普通区に対してよ

り退好することがわかった.
以上のことから
,
幼虫お

よび成虫の選好行動は稲品種による村休組純の化学成

分の相迎および珪モ乱2
,
4-D処理にrよろ稲
体の誘引化

学成分の変化によるものと考えられる
.
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Suldm&ry

Preferencetestsofthericestem borer,ChiLo

subJIrcssatl'sWalker,larvaeandmothsforrice

plants and chemicals including "Oryzanone"

knowntt)beafoodattractantwerecarriedout

underlaboratoryconditions. Apparatusesused

forolfactorytestsareshowninFigs.I-3.Results

obtainedwereasfollows;

1) "Oryzanone" (♪-methylacetophenone) was

confirmedasanattractantforthelarvae.

2) Among30compoundsrelatedto"Oryzanone",

thefollowingcompounds)werefoundtobeactive

fortheattractionofthelarvae:acetoxyphenyl

butanone,〝一monylaldehyde,β,γ-hexenol,methyl

eugenol,scc-butylr6-methyl-3-cyclohexene-1-car･

boxylate,♪-n-propoxybenzylmethylether,A-n-

butoxybenzylmethyletber.

3) Therewerevarietaldifferen?einriceplants

forthepreferenceofthelarvae.Moreover,rice

plantseithermanured with triplddammonium

sulfateortreated with2,4-D,weremorepre･

ferableforthelarvaetha■n thoseculturedin

standardconditionandinsilicagelsuppliedsoil.

4) Asforthemoths,almostthesameresults

wereobtainedin preferencetestsinriceplant

asforthelarvaeasmentionedabove.

Studies0ntheIncrementoEtheEfficacyOflnSeCticide良くⅠⅩ). OntheSynergisticActionof

PyrcthrosinwithPyrethroid. Akifumi HAYASHl書,HirooAoKlandTetsuoSAITO (Facultyof

Agriculture,NagoyhUniversity,Nagoya)ReceivedAugust26,1938.Botyu･Kagaku33,130,1968.

(with･EnglishSummary,134).

17. 殺虫剤の効力増進に関する基礎的研究 (第ⅠⅩ報).ピレスロイドに対するピレスロジンの兆

力作用について.林 光史1 71+･木博夫,讃磁哲夫 (名古屋大学員学部)40.8.26受理

ピレスロジンおよびその誘導体のピレスロイドに対すろ共力作用についてイエバェ成虫をもちい

て実験した. ピレトt)ン油剤にわける処理ではピレスロジンの共力作用は認められず. 弧榊ピレス

ロジンとビレスロジン規慨分脈物の酸化物はノックダウンにのみ共力作用がみとめられた. ピレト

.)ン粉剤の場合はピレスロジ.ン山懐分解物の酸化物はピレトリン0.2%に1.0%を加 えることによ

り著しいノックダウンの共力作用と致死作用の増加が認められた. しかし, アレスリン粉剤の場合

はピレト.)ンの場合よりも共力作用は弱く,致死率の増加も認められなかった.

除虫菊樹脂中から分離した結晶性樹脂および塩酸分

解物がピレトリンによるイエバエのノックダウンに対

しては兆力作用を示すが,ア.カイエカ幼虫にはその作

用を示さないことが田村,松原ら (1955,56)1･2)によ

って糊出され その後 Bartonctat.(1957,60)3･1)

により脚旧の化学川辺が決定された.著者らはピレス

ロジンの川泣叫にmethylen'edioxyphenyl基が存在し

ないにもかかわらず非力作用を示すことならびに,特

にノアクダウン効力に火力Yt･:川の認められろことに興

味をもち,ピL(スPi;ンおよび粕 作合物のピレトリ

ンま･たは,アレスリンに対する兆力作用をイエバエに

ついてしらべた.処理方法により,これらの非力効果

の程度がことなったが粗ピレスロジンおよびその塩酸

分解物の酸化物がピレトリンに対し共力作用を示した.

本文fこ入るに際し,御指導いただいた名古屋大学農l

学部故田村悌一教授.弥富喜三教授および宗像桂教授,

ln在,大正割鵜株式会社研兜部 (TaishoPharma･

ceuticalCo.,LTD.)
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肢串大学忠学部松原弘道教授に探測致します.

Ⅰ･実験材料および方法

(1)供試水剤.有効成分として除虫菊エキスとアレ

スt)ンを用いたが,除虫菊エキスは馴 旨性の沈波を含

まない市販品の25%エキスで,アレスリンは90,%以上

含有の工業品である.また.用いた除虫菊結ura仕組胴

(Fig.1)はピレスロジン純品,粗相ピレスロジン,ど

レスロジンの塩酸分解物,塩酸分解物のクロム酸鮒 ヒ

物およびピレスロジンの硫酸分解物である.なお,油
剤ではピレト1)ンの共力剤としてpiperonylbutoxide

を用いて比校した.

(2)油剤および粉剤の調製法 油剤はTablelにホ

す組成となるように一定血の除虫菊エキス,ピレスロ

ジンおよびその誘導体と,溶解を助けるためにジオキ

サンまたはエタノールを加え,ケロシンで調製した.

なお,共力剤およびピレスロジンやその他の訪中体の

混用割合は重量比で5倍量とした.


